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中間期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15 年 2月 20日の平成 14年 12月期決算発表時に公表いたしま
した平成 15 年 12月期（平成 15年 1月 1日～平成 15年 12月 31 日）の中間業績予想（連結・個別）
を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。

記

１．平成 15 年 12月期連結中間業績予想数値の修正（平成 15年 1月 1日～平成 15年 6月 30日）

（単位：百万円、％）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 40,000 450 350 3,000

今回修正予想（Ｂ） 37,500 △  420 △   270 840

増減額（Ｂ－Ａ）         △  2,500 △  870 △   620 △   2,160

増　　　減　　　率 △  6.3 － － △  72.0

前期（平成 14 年 12月中間期）実績 38,046 △   54 △   108 △   2,484

２．平成 15 年 12月期個別中間業績予想数値の修正（平成 15年 1月 1日～平成 15年 6月 30日）

（単位：百万円、％）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 36,300 500 450    3,200

今回修正予想（Ｂ） 33,600 △   200 40 960

増減額（Ｂ－Ａ）         △  2,700 △   700 △   410 △   2,240

増　　　減　　　率 △  7.4 － △  91.1 △  70.0

前期（平成 14 年 12月中間期）実績 34,228 17 110 △   2,220

３．修正の理由
（１）平成 15 年 12月期連結中間業績予想数値の修正理由
　　主として個別の業績修正の影響により修正するものであります。
（２）平成 15 年 12月期個別中間業績予想数値の修正理由
　長引く個人消費の低迷、厳しさを増す雇用情勢の影響により飲料業界全体の需要が低下するなかで、
価格競争や販売促進競争がより一層激化し、販売数量が伸び悩み、売上高・利益の減少を経費の削減
で補うべく努めましたが、売上高が減収（7.4％）、営業利益は前回発表予想 500 百万円の利益に対し
200 百万円の損失、経常利益（91.1％減）当期純利益（70.0％減）とも当初予想を下回る見込みのため
上記のとおり修正いたします。
　なお、平成 15 年 12月期（平成 15 年 1 月 1日～平成 15年 12 月 31 日）の通期業績予想（連結・個
別）につきましては、8 月 21 日に予定しております中間決算発表時に発表する予定です。

以　　上


